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「平成28年度 改訂モデル・コアカリキュラムに基づく薬学実務実習に関する事前調査」

ご協力のお願い

謹啓　時下ますますご清祥の段、お慶び申し上げます。平素は薬学教育協議会の事業に格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。

　改訂モデル・コアカリキュラムに準拠した大学の臨床準備教育および薬学実務実習が適正に実施されることを目的として、薬学実務実習に関する連絡会議より「薬学実務実習に関するガイドライン」が提示されました。平成31年度以降の実務実習においてはガイドラインの実効性が重要な要素となります。
そこで、薬学教育協議会では、昨年度、全国の実務実習に関連している医療提供施設を対象として実務実習に関する事前調査を行ないました。今回、その結果を踏まえ、平成31年度以降に向けてさらなる精度の向上と実効性の確証を得る目的で2回目の事前調査を行うこととしました。
つきましては平成31年度（2019年）以降の状況を想定してお答えいただきたくお願い申し上げます。
ご多忙の折、大変お手数ですが、是非ともご協力いただきたくお願い申し上げます。
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